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研究成果の概要（和文）：上ソルブ語では，主語以外の必要十分な文要素を明示していれば，「文らしさ」が満
たされ，文が成立する。しかし，文が完結したあとに何らかの文要素が現れることがある。このような要素の出
現はまれではない。これらの要素は，(a)話者の態度を表す要素と(b)話者の態度を表さない要素に分類できる。
(a)の典型例は付加疑問であり，(b)の典型例は情報の付け足しや言い換えである。上ソルブ語と上ソルブ語話者
のもう一つの母語であるドイツ語を対照してみると，両言語のあいだに類似性が見られる。これは長期にわたる
言語接触によるものと考えられるが，人間言語一般に該当する可能性もある。

研究成果の概要（英文）：To regard a utterance of a speaker as a sentence, the hearer must understand
 that the utterance fulfills "sentenceness", which the author posits in his framework of the 
research. In Upper Sorbian (Indo-European, Slavonic branch, spoken in Germany), a sentence is 
realized if necessary and sufficient sentence elements are shown in it. In this language, some 
sentence elements appear even after the sentence is completed, i.e., at the post-sentence-final 
position. To investigate the nature of such elements, the author analyzed those elements. They are 
classified into modal and non-modal elements. The typical example of the former is tag-question, 
while the latter typically includes paraphrasing and afterthought. Interestingly, the Upper Sorbian 
elements at the post-sentence-final position resemble those in German. Sorbian and German people 
have experienced long linguistic and non-linguistic contact more than 1000 years. This contact might
 have influenced the resemblance.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
上ソルブ語のある発話が文として成立するか否かは「文らしさ」を満たしているかどうかによることを提案し
た。この基準は言語によって異なる可能性があるが，言語一般について考えるべき観点である。また，上ソルブ
語のように少数民族言語の文法研究においては，当該の文法現象のみに着目するだけでは問題の解明に到達でき
ない場合がある。本研究では，ソルブ人のたどってきた歴史ならびに民族アイデンティティを含めて考察するこ
とを実践した。このような視点は少数民族言語研究の発展に寄与するものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究課題の対象言語である上ソルブ語（インド・ヨーロッパ語族スラブ語派）には文法によ
って規定された語順はない。したがって，比較的自由な語順を有する言語であるといえる。研
究代表者はこの研究課題の開始に先がけて，平成 25年度から平成 27年度まで科学研究費補助
金（基盤研究(C)）を受けて研究課題「上ソルブ語の語順に関する基礎研究―言語接触と情報構
造の観点から枠構造を中心に―」（課題番号 25370495）に取り組んできた。円滑な言語コミュ
ニケーションが成立するためには，発話された文がどこで終わるかが聞き手に理解されねばな
らないはずである（むろん，発話途中で話し手をさえぎることもある）。そのためには，話し手・
聞き手双方に「文らしさ」が共有されていなければならない。上ソルブ語の特定の文タイプに
おいて好まれて用いられている語順（ドイツ語の枠構造を再現した語順など）が存在する。こ
れらの事象を包括的に記述するためには，文がどのように終わるか，この言語における「文ら
しさ」とは何であるかを問い直す必要があった。 
 
２．研究の目的 
上ソルブ語における語順を記述するのが目標であるが，そもそも自由語順の言語における語順
は何を，どこまで，どのように記述するべきかを問うのが本研究の核心である。そのためには，
上ソルブ語における「文」とは，どのような単位であるかを明らかにしなければならない。と
いうのも，この言語は必ずしも主語の明示を必要としないからである。文脈によっては，主語
以外の要素も明示しなくてもいい場合もある。聞き手にとって文がどこで終わるかがわからな
ければ，円滑な言語コミュニケーションは成立しにくい。そのため，文が成立する要件として
「文らしさ」という概念を立て，それを規定する１つの基準として，文がいかにして閉じられ
るのか，すなわち文末に現れる（あるいは現れやすい）表現の記述を行う。 
 
３．研究の方法 
上ソルブ語は統語に関する先行研究に乏しい。上ソルブ語使用地域に赴いて一次資料となる話
しことばの音声資料を収集する現地調査を実施する。多人数が集まる場で上ソルブ語の自然発
話の音声ならびに調査協力者との１対１での面談調査での音声を録音し，分析する。その際に
は，文末音声の抑揚や文のタイプ，統語構造などの言語的要因ならびに視線や身ぶりなどの非
言語的要因を調査し，この言語の文の閉じ方を明らかにする（ただし，非言語的要因は本研究
課題実施期間では十分な資料を得ることができなかった）。そしてこれらの要因の間にどのよう
な相関関係が見られるかを考察することで，この言語における「文らしさ」を問い直していく。 
以上の手続きを経て，上ソルブ語の文らしさを明らかにし，将来的にはこの言語の情報構造の
解明に努める。 
 
４．研究成果 
(1) 文が成立するための条件 
上ソルブ語では，主語の明示は必ずしも必要でない。Pomoc!「助けて！」（Pomoc は名詞）のよ
うな一語文を除けば，文にはふつう，動詞が含まれる。使われている動詞が目的語を要求する
場合，文脈から容易に復元できる目的語があれば，その目的語を明示しなくてもよい。それ以
外の目的語は明示する必要がある。この要件を満たせば，文が成立するとみなすことができる。
しかし，文が完結したあとに，何らかの文要素が現れることがある。このような要素の出現は
まれではない。 
 
(2) 文が完結したあとに現れる要素 
文が完結したあとに現れる要素は，(a)話者の態度を表す要素と(b)話者の態度を表さない要素
に分類できる。(a)の典型例は付加疑問である。上ソルブ語では，付加疑問表現（abo，kak な
ど）や間投詞（ah，he など）が用いられる。(b)の典型例は情報の付け足し。上ソルブ語では
関係節や，直前に述べられた名詞や動詞の繰り返しや別の語句による言い換えなどが用いられ
る。この際に働いていると考えられるのが「文らしさ」である。もし，話し手が自分の頭に思
い浮かんだ順番に文を述べているならば，言い換えをするときに全文を繰り返す必要はないは
ずである。つまり，最小限の繰り返しですむだろう。 
 
(3) 上ソルブ語とドイツ語の類似性 
上ソルブ語において文が完結したあとに現れる要素については，ドイツ語でも似た傾向が認め
られる。スラブ語派である上ソルブ語とゲルマン語派であるドイツ語を双方向に逐語訳しても，
ほとんどの場合，語派が違っていても互いに文法的な文として成立する。ただし，この事象は
人間言語一般にあてはまる可能性も排除できない。 
この事象を理解するためには，民族史に目を向けることが有用である。上ソルブ語話者はドイ
ツに居住し，ドイツ語との二言語使用者である。歴史的には，11世紀から上ソルブ人とドイツ
人との言語的・文化的・経済的接触がある。上ソルブ語には，1000 年以上にわたるドイツ語と
の接触を経て，語派を超えた地域的類似性と思われる文法現象がみられる。その諸相は，語彙
や音韻体系，語順と広範囲にわたる。 
上ソルブ語とドイツ語の関係性については，上ソルブ人の民族アイデンティティも考慮する必



要がある。Šatava (2015:35)の言を借りれば，「多くの上ソルブ人にとって，自らの民族アイデ
ンティティについて，ソルブ人とドイツ人の境界線を引くことがきわめて難しい」。その一方で，
ソルブ人は自民族のフォークロアを「他のヨーロッパの少数民族よりも保存している」
(Dołowy-Rybińska 2015)。 
このことから，少数民族言語の文法研究には民族史や民族アイデンティティといった，非言語
的要因を考察に含める必要がある。 
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